
作業療法学科　准教授　就職担当　池田　恭敏
　就職活動が本格化し，履歴書作成，筆記試験の勉強，面接対策など，色々な準備が必要
となります。本学付属病院作業療法科長として，幾度となく面接試験に立ち会った経験から，
面接におけるアドバイスを２点述べます。
　１点目は“協調性，責任感，傾聴的態度”を上手にアピールすることです。チーム医療や患者
中心の医療が主流となっている昨今の臨床では，多職種と協調的にコミュニケーションでき，
且つ一定の責任を果たす能力が求められます。また，患者のデマンドを汲み取った治療介入
の重要性も増しています。学生生活を通してどのように協調性，責任感，傾聴的態度を培って
きたのかを上手にアピールできると良いと思います。
　２点目は“自分がその職場にどのように貢献できるか”を上手にアピールすることです。新卒
者以外に臨床経験を有した既卒者が受験することがあります。面接で大きな差が生じるの
は，職場への貢献度です。新卒者は受験施設の質の高い臨床に身を置くことで，自身の知識
や技術の研鑽に努めたいことを述べます。一方，既卒者は自分の経験や特質を活かして，どの
ように貢献できるのかを述べます。これから臨床経験を積む新卒者にとって少し難しいかも
しれませんが，自分がどのようにその職場で貢献したいのかを上手くアピールできると良いと
思います。
キャリセンでは個別の面接支援も行っています。是非活用して試験を乗り切ってください。
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面接のコツ

夏の就活講座

13人の卒業生が，４年生に熱く語ってくれました。

　入職後の教育研修の一部を体験すること
ができました。
参加病院：筑波メディカルセンター病院

筑波大学附属病院
土浦協同病院
㈱日立製作所日立総合病院

卒業生との交流会（ＰＴ・ＯＴ・ＲＳ）

急性期４病院教育研修紹介
及び交流会（ＮＳ）

＊行事報告

５月31日㈰
午前

第１回 ３年生就職ガイダンス７月13日㈪７月６日㈪

体育館で52の医療機関等がブースを作りました。
県内医療機関等就職説明会（ＰＴ・ＯＴ・ＲＳ）

５月31日㈰
午後

８月５日㈬

　マイナビ講師及び
キャリセン相談員によ
る試験対策講座を実
施しました。
　・ＳＰＩ　・履歴書
　・小論文　・面接
　グループに分かれ，
楽しくできました。

　キャリセンの利用方法についてキャリセン相談員
からの説明の後，施設見学の電話のかけ方とお礼状
の書き方のワークショップを行いました。



編集後記
　４年生の就活が佳境に入っています。実習を終えて，それぞれの職種へのモチベーションがますます高まったのではないでしょうか。
面接では，自分の心からの思いを，自分の言葉で熱く語ることができるようにと相談員は願っています。

【キャリア支援センター】 TEL・FAX.029-840-2109  URL http://www.ipu.ac.jp/

「活躍している先輩に聞きました」
現在活躍している先輩に以下の3つの質問をしました。

　①現在どのように働いていますか？
　②在学時を振り返って今思うことは？
　③仕事を頑張ることができている要因は？

つくば市役所　保健師 酒井みゆき（１期生）
東京都済生会中央病院
重症患者看護専門看護師　福田　友秀（８期生）

①現在どのように働いていますか？
　県南病院で，１年目のOTRとして働いています。
　急性期から回復期，デイケアまで幅広く患者様と関わり，家屋評価や家族カンファレンスへの参
加もさせて頂けるので，患者様の生活を包括的に考える機会は数多く，忙しくも充実した日々を
送っています。
　　②在学時を振り返って今思うことは？
　在学中は，ボランティアサークルや創療祭スタッフなどを通して学内外の人たちと関わる機会が
多かったです。それは，現在の患者様やご家族，先輩方や他職種の人たちとの連携に活きていると
思います。現在，社会人として自主的に自分の考えを述べ行動する必要性を改めて痛感しており，
在学中から積極的なグループ学習や授業に取り組むべきだと思いました。
　　③仕事を頑張ることができている要因は？
　患者様と病期を隔てず長くかかわる事ができ，OTRの先輩方をはじめ他職種との距離も近く，
連携の取りやすい環境で働けていることがモチベーションに繋がっています。患者様の笑顔やお礼
の言葉，先輩方からの親身なアドバイスも，仕事を前向きに頑張るための活力となっています。

県南病院　作業療法士 新居　涼介（17期生）

①現在どのように働いていますか？
　集中治療室の一員として集学的な治療が必要な重症患者
のケアを担当しています。また，専門看護師としての役割
（実践・相談・調整・倫理調整・教育・研究）を意識し，
他分野の専門・認定看護師とともに集中治療室だけでなく
院内の看護の質向上のためにできることは何かを日々模索
しています。
　　②在学時を振り返って今思うことは？
　医療大学は定期的にカリキュラムの刷新が行われている
と聞きますが，私の学生時代も「新カリ１期生」と呼ばれ
た時代でした。その時にチュートリアル教育として「事例
に基づいて患者に何が起こっているかを考える」というこ
とを徹底的に教え込まれました。学生時代はその作業がと
てつもなく苦しかったのですが，そのお蔭で，今も患者さ
んの状態を捉えるときには「時にミクロに，時にマクロに
考える」ということを念頭に思考することが身についてい
ると感じています。
　　③仕事を頑張ることができている要因は？
　興味と関心を持って，広く意見を聞くことです。院内で
は先輩看護師の言動に納得し，後輩の考えに「はっ」とさ
せられることも多いです。また，他職種の意見は新鮮で，
医師の論理的な説明の力には圧倒され，自身の無力さを痛
感することもあります。院外では知り合いになった方々か
ら情報を取り入れ，「ウチでもやってみたい！」と思うこと
もたくさんあります。自分の専門分野以外にも興味を持
ち，新たな視点を探ると，思いも寄らないところからヒン
トがでたりして，面白いです。

①現在どのように働いていますか？
　つくば市の保健師として16年目，現在は健康増進施設「い
きいきプラザ」という場所を拠点に，介護予防事業と運動普
及事業を担当して５年目になります。特に「出前健康・体操
教室」という事業では，市内全域に出向き，高齢者の方でも
参加しやすく，楽しく，ためになる教室を企画運営していま
す。平成26年度の参加人数は5,381人に，実施回数は1,929回
になり，参加希望者が多過ぎて，嬉しい悲鳴…という人気の
事業になっています。
　　②在学時を振り返って今思うことは？
　大学と付属病院の先生方や学科を越えた仲間との交流は，
保健医療福祉連携の基本姿勢に大きく影響したと思っていま
す。また，授業だけでなくグループワークをたくさんできたこ
とは，自分の意見を伝えたり，みんなの意見をすり合わせた
りするのに，今でも役立っています。
　　③仕事を頑張ることができている要因は？
　地域に出て住民と接する中で，住民が楽しみに待ってくれ
ていたり，住民から育てられ，励まされている私は幸せ者だ
と感じます。また，あふれだすアイデアを，形にしたいと提案
をした時，「面白そうだな，やってみよう。」と後押ししてく
れる上司や仲間がいるから頑張れます。
　そのような中，私が取り組んできた「出前健康・体操教
室」が，介護給付費の抑制と医療費削減の主力事業として，
つくば市役所全体で取り組むことになりました。描いた夢を
現実にさせること…それは，目の前の人や仕事から始まって
いて，小さなことの積み重ねです。それがいつしか，重要なこ
とや大きな事業へ変わっていくことを感じます。

理学療法士と
診療放射線技師の先輩は
次号に掲載します。
お楽しみに！


